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マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
へ
の
町
会
・

自
治
会
へ
の
加
入
促
進
に
つ
い
て

【
問
】
加
入
率
の
低
い
マ
ン
シ
ョ
ン

居
住
世
帯
、
特
に
新
築
さ
れ
る
マ
ン

シ
ョ
ン
の
町
会
・
自
治
会
の
加
入
を

促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
マ
ン
シ
ョ

ン
の
管
理
組
合
へ
、
町
会
加
入
も
し

く
は
自
治
会
の
立
ち
上
げ
を
行
政
が

積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
検
討

す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

【
答
】
関
係
団
体
と
協
議
の
上
、
町

会
・
自
治
会
加
入
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
て
い
た
だ
き
、
転
入
手
続
き
時

に
配
付
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
大
規
模
新
規
集
合
住
宅
の

開
発
事
業
者
等
に
は
、
入
居
者
が
ま

と
ま
っ
て
自
治
組
織
を
結
成
し
、
町

会
・
自
治
会
と
の
協
力
に
基
づ
き
、

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
様
に
要

請
を
検
討
し
て
い
く
。

団
塊
の
世
代
の
取
り
込
み
に
つ
い
て

【
問
】
足
立
区
は
人
情
味
あ
ふ
れ
る

下
町
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
区

民
の
大
き
な
財
産
で
あ
る
。
そ
の
中

核
を
な
す
の
が
町
会
・
自
治
会
で
あ

る
。
そ
の
町
会
・
自
治
会
へ
の
加
入

率
向
上
に
よ
っ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
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「
足
立
区
基
本
計
画
」
に
つ
い
て

【
問
】
基
本
構
想
に
引
き
続
き
、
足

立
区
基
本
計
画
案
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
計
画
の
特
徴
は
ど
の

様
な
点
に
あ
る
の
か
。

　
計
画
の
期
間
は
、
平
成
17
年
度
か

ら
24
年
度
ま
で
の
８
年
間
と
し
て
い

る
が
、
こ
の
計
画
を
具
体
化
す
る
た

め
に
は
、
ど
の
様
な
対
応
を
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、「
足
立
区
構
造
改
革
戦
略
」

の
計
画
期
間
は
、
今
年
度
で
終
了
と

な
る
が
、
今
後
は
ど
う
す
る
の
か
伺
う
。

【
答
】
基
本
計
画
の
特
徴
は
、
行
政

評
価
の
仕
組
み
を
組
み
込
む
こ
と
、

経
営
理
念
と
し
て
「
協
働
」
を
位
置

づ
け
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
計
画
を

具
体
化
す
る
た
め
に
は
、
各
分
野
ご

と
の
基
本
計
画
を
改
定
し
、
総
合
的

に
実
現
を
図
っ
て
い
く
。

　
構
造
改
革
戦
略
に
関
し
て
は
、（
仮
称
）

第
２
次
構
造
改
革
戦
略
を
策
定
す
る
。

「
協
働
」
に
つ
い
て

【
問
】
基
本
構
想
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
協
働
」
に
つ
い
て
、
ど
の
様
な

体
制
で
取
り
組
む
予
定
か
。

　
協
働
の
相
手
方
と
し
て
町
会
・
自

治
会
な
ど
が
あ
る
が
、
ど
の
様
な
協

働
が
考
え
ら
れ
る
か
伺
う
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
は
ど
の
様
に
「
協
働
」
を

進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

【
答
】
す
べ
て
の
施
策
に
協
働
の
視

点
を
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、
全
庁

的
な
調
整
窓
口
を
設
け
、
区
民
事
務

所
を
中
心
に
取
り
組
み
を
強
化
し
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

機
能
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
協
働
を
推
進
す
る
た
め
に
、
町
会

や
自
治
会
を
ひ
と
つ
の
単
位
と
し
、

区
の
施
策
展
開
に
は
、
基
本
的
に
こ

の
単
位
を
意
識
し
て
展
開
す
る
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
自
身
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援

し
、
交
流
の
場
の
整
備
を
図
る
。

「
行
政
評
価
」
に
つ
い
て

【
問
】
行
政
評
価
を
行
う
に
は
、
様
々

な
資
料
の
提
出
や
区
側
の
説
明
が
必

要
と
さ
れ
る
が
、
誰
が
ど
の
様
に
行

う
の
か
。

　
ま
た
、
評
価
制
度
は
、
予
算
・
決

算
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
と
思
う
が
、
十
分

な
関
連
付
け
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

【
答
】
報
告
に
あ
た
っ
て
は
、
施
策

と
事
務
事
業
を
一
体
的
に
括
り
、
政

策
経
営
部
が
ま
と
め
て
行
う
。
評
価

の
結
果
は
、
施
策
、
事
務
事
業
の
改

善
や
次
の
予
算
等
に
反
映
さ
れ
て
こ

そ
意
味
あ
る
も
の
に
な
る
。
17
年
度

か
ら
施
策
評
価
を
加
え
て
実
施
す
る

評
価
制
度
が
、
予
算
・
決
算
な
ど
に

適
切
に
連
動
す
る
よ
う
図
っ
て
い
く
。

足
立
区
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

【
問
】
自
治
基
本
条
例
の
施
行
時
期

は
い
つ
か
。
こ
の
条
例
に
よ
っ
て
何

が
ど
の
様
に
変
わ
る
の
か
。

　
今
回
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
た
が
、
多
く
の
参
加
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
と
聞
く
。
多
く
の
区
民

か
ら
幅
広
く
意
見
を
聞
く
こ
と
が
必

要
だ
が
、
今
後
ど
の
様
に
進
め
て
い

く
の
か
伺
う
。

【
答
】
自
治
基
本
条
例
の
施
行
期
日

は
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
初
年

度
と
な
る
平
成
17
年
４
月
１
日
と
な

る
。
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
自
治
の

基
本
理
念
、
区
政
運
営
の
基
本
原
則

が
明
確
と
な
り
、
区
民
が
主
体
と
な

る
自
治
を
確
立
し
、
足
立
ら
し
い
地

域
社
会
の
創
造
を
目
指
す
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
24
人
、

73
件
で
、
区
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
。
今
後
は
、
自
治
基
本

条
例
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
、
周
知
し
て
い
く
。

災
害
対
策
の
見
直
し
に
つ
い
て

【
問
】
東
京
都
区
部
や
首
都
圏
中
核

都
市
で
大
地
震
が
起
き
た
場
合
、
区

は
、
区
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た

め
の
備
え
は
で
き
て
い
る
の
か
。
新

潟
県
中
越
地
震
で
は
、
携
帯
電
話
な

ど
が
不
通
と
な
り
、
情
報
連
絡
体
制

の
整
備
の
問
題
や
、
避
難
先
へ
の
ペ
ッ

ト
持
ち
込
み
対
策
、
食
料
確
保
の
協

力
締
結
等
に
課
題
が
あ
っ
た
と
聞
く
。

当
区
の
場
合
は
、
ビ
ル
対
策
な
ど
、

今
後
、
災
害
対
策
の
見
直
し
が
必
要

に
な
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

【
答
】
区
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る

た
め
に
は
、
今
後
と
も
災
害
対
策
を

見
直
す
と
と
も
に
、
新
た
な
課
題
へ

の
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
災
害
時
の
情
報
連
絡
体
制
に
つ
い

て
は
、
情
報
弱
者
に
配
慮
し
た
情
報

提
供
手
段
の
確
保
や
防
災
無
線
機
器

の
更
新
に
向
け
た
調
査
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
高
齢
者
、
障
害
者
等

の
要
援
護
者
へ
の
支
援
体
制
の
充
実

に
つ
い
て
は
緊
急
課
題
と
し
て
検
討

を
進
め
て
い
く
。
更
に
、
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
、
関
係
所
管
と
連
携
し

て
、
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

千
住
関
屋
ポ
ン
プ
所
の
建
設
に
つ
い
て

【
問
】
10
月
の
台
風
に
よ
っ
て
、
千

住
地
区
で
は
、
地
下
浸
水
、
路
面
冠

水
な
ど
多
く
の
被
害
が
発
生
し
た
。

　
こ
の
解
決
に
は
、
千
住
関
屋
ポ
ン

プ
所
の
早
期
建
設
し
か
な
い
が
、
建

設
計
画
及
び
現
在
の
状
況
を
聞
く
。

　
ま
た
、
完
成
ま
で
の
間
、
ど
の
様

な
対
策
を
す
る
の
か
伺
う
。

【
答
】
千
住
関
屋
ポ
ン
プ
所
に
つ
い

て
は
、
下
水
道
局
か
ら
は
財
政
上
の

理
由
か
ら
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
示

せ
な
い
と
聞
く
。
区
と
し
て
は
、
下

水
道
局
に
対
し
早
期
整
備
を
強
く
働

き
か
け
て
い
く
。
現
在
は
千
住
橋
戸

町
か
ら
千
住
五
丁
目
に
至
る
旧
日
光

街
道
の
地
下
に
内
径
３
千
250
ミ
リ
の

暫
定
貯
留
管
渠
が
整
備
済
み
で
、
千

住
曙
町
か
ら
日
ノ
出
町
に
至
る
牛
田

堀
の
地
下
に
は
内
径
３
千
ミ
リ
の
暫

定
貯
留
管
渠
が
平
成
17
年
３
月
に
完

成
予
定
で
あ
る
。

ホ
テ
ル
誘
致
に
つ
い
て

【
問
】
北
千
住
駅
東
口
の
開
発
は
、

現
在
ど
の
様
な
状
況
か
。
足
立
区
と

し
て
は
、
こ
の
開
発
に
つ
い
て
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
足
立
区
に
ホ
テ
ル
を
誘
致
す
る
な

ら
ば
、
北
千
住
を
除
き
魅
力
・
採
算

性
等
か
ら
、
来
手
が
無
い
の
が
現
状

か
と
思
う
が
、
こ
の
用
地
を
活
用
す

る
方
法
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

【
答
】
区
、
Ｊ
Ｔ（
日
本
た
ば
こ
産

業
　 

）、
都
市
再
生
機
構
の
三
者
で

検
討
を
進
め
て
い
る
。
Ｊ
Ｔ
は
、
敷

地
の
一
部
を
年
内
に
売
却
す
る
と
し

て
い
る
。
区
と
し
て
は
、
ま
ち
づ
く

り
連
絡
会
を
設
置
し
、
今
後
、
地
元

の
意
見
等
を
調
整
し
、
Ｊ
Ｔ
敷
地
を

活
用
し
な
が
ら
道
路
や
駅
前
広
場
等

の
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
ホ
テ
ル
誘
致
は
、
区
の
重

要
課
題
で
あ
り
、
問
題
解
決
に
向
け

て
、
Ｊ
Ｔ
に
対
し
、
協
力
を
お
願
い

し
て
い
く
。

前
立
腺
ガ
ン
検
診
の
実
施
に
つ
い
て

【
問
】
区
民
の
関
心
が
高
い
前
立
腺

ガ
ン
検
診
を
平
成
17
年
度
か
ら
実
施

す
る
と
聞
く
が
、
具
体
的
な
実
施
方

法
や
費
用
負
担
な
ど
に
つ
い
て
決
定

さ
れ
て
い
れ
ば
伺
う
。

【
答
】
平
成
17
年
度
実
施
に
向
け
て

医
師
会
と
具
体
的
な
実
施
方
法
や
費

用
負
担
等
に
つ
い
て
協
議
を
始
め
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

国
旗
・
紋
章
旗
・
校
旗
の
掲
揚
に
つ
い
て

【
問
】
区
立
小
・
中
学
校
屋
上
の
国

旗
・
紋
章
旗
・
校
旗
の
掲
揚
状
況
を

見
る
と
、
朝
掲
揚
し
夕
刻
降
納
す
る

学
校
や
、
一
年
中
昼
も
夜
も
24
時
間

掲
揚
の
ま
ま
で
あ
っ
た
り
、
掲
揚
状

況
は
様
々
で
あ
る
。

　
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
状
況
を
ど

の
様
に
認
識
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
答
】
当
区
の
全
小
・
中
学
校
で
は
、

入
学
式
、
卒
業
式
等
の
式
典
で
は
、

学
習
指
導
要
領
の
規
定
に
従
っ
て
、

掲
揚
を
完
全
に
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
常
時
に
つ
い
て
は
、
指

導
要
領
に
定
め
は
な
い
が
、
教
育
委

員
会
と
し
て
毎
日
の
掲
揚
と
降
納
、

雨
天
時
に
は
掲
揚
し
な
い
よ
う
依
頼

し
、
こ
れ
に
よ
ら
な
い
場
合
は
、
年

中
の
掲
揚
を
徹
底
し
て
き
た
。

普
通
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
を
！

【
問
】
夏
季
の
気
温
は
年
々
上
昇
す

る
一
方
で
あ
り
、
16
年
７
月
の
気
温

は
観
測
史
上
最
高
気
温
と
な
っ
た
。

家
庭
で
の
ク
ー
ラ
ー
普
及
率
は
９
割

に
近
く
、
家
庭
と
教
室
の
温
度
格
差

は
ま
す
ま
す
広
が
る
傾
向
に
あ
る
。

　
財
政
が
苦
し
い
と
聞
く
が
、
設
置

が
可
能
で
あ
れ
ば
教
育
環
境
が
整
う

こ
と
に
な
り
、
学
力
向
上
の
一
助
に

も
な
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

【
答
】
普
通
教
室
の
冷
房
化
は
、
平

成
18
年
度
以
降
計
画
的
に
導
入
す
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

（株）


